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再生可能エネルギ ー等に関する規制等の総点検タスクフォ ー ス御中

電源表示と非化石証書問題についての意見
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2050年カ ー ボンニュ ー トラル社会の実現、再生可能エネルギ ー の主力電源化及び最大限
の導入に向けて、貴タスクフォ ー スが検討を進められていることに敬意を表します。

2050年カ ー ボンニュ ー トラル社会の実現は消費者にとっても重要な課題であり、その実
現のためには再生可能エネルギ ーを最大限に消入 ・ 活用するとともに、消費者が再生可能
エネルギ ーを適切に選択できる市場環境を整備することが重要です。

再エネ電力の調達環境整備に関わる課題のうち、特に消費者の選択に関わるテ ー マであ
る、 電源表示と非化石証書について以下意見を申し述べます。

再エネ電源を選択したい消費者の意思が反映され、再エネの普及拡大につながるような
市場環境を整備してください。

1 . 電源構成表示の義務化を求めます
2016年の電力小売自由化にあたり、全国消団連はじめ、多くの消費者団体は電源構成表

示 の義務化を求めてきましだ。自由市場 のもとで消費者が財 ・ サー ビスを選ぶ際に、選択
の手掛かりとなる情報をわかりやすく提示することは、市場健全化 の前提条件です。

2050年カ ー ボンニュ ー トラルに向け、再エネに積極的に取り組む企業を消費者が見極め
選択していくことは、大切な消費行動になってきます。電源構成開示については、「電力の
小売営業に関する指針」において 「望ましい行為」にとどまっていますが、あらためて電
源構成表示の義務化を求めます。 その際、火力発電については、火力合計ではなくガイド
ラインの表示例にあるようにガス ・ 石炭・石油を分けて表示させるべきであると考えます。

なお消費者団体は、電源構成 のほか、CO 2 排出量や放射性廃棄物量についても表示 の義務
化を求めてきました。再エネの主力電源化に向けては、 「環境への負担を少なくしたい」と
いう消費者ニー ズに応える環境整備が重要であり、改めてこれらの点についても検討を求
めます。

1 主な意見書として、全国消費者団体連絡会は以下を提出している。
「電力小売営業に関する指針（案）」に対する意見 (2016 年 1 月）

htt ://www.shodanren. r. ·/database/329.htm 

「電力自由化 3 か月にあたっての意見」 (2016 年 7 月）
htt ://www.shodanren. r.·/database/337.htm 
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